
2018年に発生した西日本豪雨では、約860万人に
避難が呼びかけられたのですが、実際に自治体が指
定する避難所等に向かったのは、僅か0.5％でした。
その結果、亡くなった方が関連死を含めて300人を超
え、平成最悪の大水害となってしまいました。もち
ろん、自宅や親戚のお宅、ホテルに避難していた人
等もおられたと思われますので、みんなが避難しな
かったというわけではありませんが、それにしても
0.5％という数字からして、避難行動を起こさなかっ
た人も多かったと考えられます。なぜ、そうなるの
でしょう。
皆さんの心の中で、次のように捉えてしまっている
ことはないでしょうか。「廊下で火災警報のベルが
鳴っているが、多分免れるだろう。」、「新型コロナ
の感染がまた拡大し始めても、もうコロナは大丈夫だ
し、どこに行っても構わない。」、「“大きな地震が
来る”とマスコミが言っているが、大した被害はない
だろう。」、この中で一つでも当てはまるものがあっ
た方の中には、「正常性バイアス」があるかもしれま
せん。この正常性バイアスとは、「まさか自分が」、
「自分だけは大丈夫」という思い込みのことです。そ
れが、災害が起きるという予測が出ていても、「自分
のところは大丈夫だろう」と思い込み、ひいては避難
しないという行動に繋がってしまうのです。先程の西
日本豪雨の避難者が0.5％ということも、正常性バイ
アスが避難行動を妨げたと考えられています。これは
厄介なものです。何故厄介なのかと言うと、それは誰
しもが持つ心の動きだからです。この正常性バイアス
というのは、心の平穏を保つために、私達にとって必
要な心の働きであり、これを持つことは決して悪いこ
とではないのです。
とは言え、災害時に避難行動を迅速に進めるために
は、この正常性バイアスを打ち砕くことが必要になっ

てきます。では、どうすれば、打ち砕くことができる
のか。そのひとつが「言葉による呼びかけ」です。言
葉が命を救うのです。では、どのような言葉で呼びか
ければ、家庭や地域の皆さんの命を救えるのかを考え
ていただきましょう。
ここで、ＮＨＫアナウンサーが取り組んでいる「命
を守る呼びかけ」について紹介していきます。
これは、災害時の実際のニュース原稿を模したもの
です。原稿として記者が取材して書いた情報です。
【図１】

『西日本や東日本では大気の不安定な状態が続き局
地的に猛烈な雨が降っているところがあります。』こ
れが、私達が普段ニュースで読むものです。一方、赤
い部分は、アナウンサーが自分の言葉として、命を守
る術や思いを具体的に指示する「呼びかけ」です。
(本来はアナウンサーが赤ペンなどで手書きするもの
です。)この文言が100点であるということは勿論あり
ません。どうすれば皆さんに届き得る言葉になるのか
ということを、日々考えています。こんな呼びかけで
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はどうかというような話し合いを、常にＮＨＫアナウ
ンサー同士でしています。
強いトーンで命令したり、あるいは情報を丁寧に伝
えたり、更には寄り添って優しく伝えたり等、情報の
伝達の仕方も様々です。「綺麗な言葉で伝えればよ
い」というものではなく、「かまずに淡々と事実を正
確に伝えれば、それが避難行動に繋がるだろう」とい
うことでもないのです。ときに詰まりながらも、言葉
を紡ぎ出していこうという努力が必要なのだろうと
思っています。
ただ、こうした呼びかけをアドリブでやっているの
かというとそうではなく、実は10年以上にわたる研究
と検討の結果なのです。
2011年3月11日に東日本大震災が起こりましたが、
そのときにアナウンサーは、ある意味打ちひしがれま
した。アナウンサーが淡々と情報を伝えているだけで
は、多くの人を助けることができないということを痛
感したのです。それ以来、大雨、地震、津波、火山の
噴火、大雪等、様々な場面に応じて、何百ページにも
わたる呼びかけ集というものを作ってきました。これ
は、その東日本大震災の経験と教訓を原点に、アナウ
ンサーが被災経験のある方や防災の専門家等と対話を
重ね、作成、蓄積してきたものです。私は当時のアナ
ウンサーが積み重ねてきたものを受け継ぎ、今、自分
自身も呼びかけ集の作成に携わっています。【図２】

前任地・沖縄では、台風がよく来ていました。その
ようなときには、ラジオで少なくとも１時間に１回は
状況を伝えてきました。そのときにこういった文言を
活用して、例えば「この時間帯ならどのような注意が

必要か」を考え、呼びかけ集の中から選び、ときには
アレンジして伝えていました。車の運転に対しても、
細かく「１時間に20mm以上の降水量でワイパーが効
かず、ブレーキが効かなくなる可能性がある」といっ
た具体的な数字を出しながら伝えていました。我々ア
ナウンサーは、どのような人に、どのような言葉なら
心に響くかということを常に考えているのです。
このようなデータがあります。2019年にＮＨＫ放
送文化研究所が3,600人を対象に、大規模調査を実施
しました。その中で、「あなたの避難行動を後押しし
たのは？」という質問があり、その回答で最も多かっ
たのは、「周囲の状況から危険を感じたこと」でし
た。次に「消防団等から直接避難を促された」、その
次に「家族や知人に避難を強く勧められた」というこ
とでした。もちろん、テレビやラジオからの呼びかけ
も、その回答に挙がっていますし、ＳＮＳでの呼びか
けというものもあります。様々な避難の促しが行動に
結び付くわけなのですが、最後の一押し「よし逃げよ
う」という決意に繋がるのは、やはり、地元の消防
団、家族や知人等々、身近な人の呼びかけが大きいの
です。【図３】

では、どのような呼びかけが効果的なのでしょう。
ある方は、身の危険を感じ、避難しなければと思いな
がらも、飼っている犬を連れて避難所にはいけない

図2
出典：NHK「防災の呼びかけ」
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避難できない理由④　「自力避難が困難」

「すぐには避難できない」理由には，「自力
で避難することが難しい」という場合もある。
この調査では，災害時に自力で避難できるか
を全員に尋ねているが，70歳以上の女性の3
人に1人が自力で避難できないと答えている 
（図16）。

誰もが速やかに避難できるようにするには，
避難したくても避難できない「消極的な理由」
に目を向けて，平時に近い環境で生活できる
避難場所の確保や，子どもや体が不自由な人
を安全な場所に避難させる移動手段の確保を
進めなければならない。

3.3  避難行動を後押しするもの

どうすれば人々に避難行動を起こしてもらえ
るのか。最後に，その後押しとなる“トリガー”
について考えたい。

「周囲の状況から危険を感じたとき」が7割

調査では，どういう状況になれば避難しよう
と思うのかを複数回答で尋ねた（図17）。

最も多いのは「周囲の状況から危険を感じた
とき」だが，次いで「消防団などから直接避難
を促されたとき」「家族や知人に避難を強くす
すめられたとき」「自治体の防災行政無線など
で避難を呼びかけられたとき」が上位を占め，
身近な人などからの直接的な呼びかけが避難
行動を後押しすることが確認できた。危険を自
分事として捉えられたとき，人々は避難行動を
起こすと考えられる。

3.4  後押しする「呼びかけ」とは

「詳細かつ身近な地名を言われたとき」が最多

NHKは，東日本大震災をきっかけに放送で
の避難の呼びかけを大きく見直し，津波の襲
来など命の危険が迫っている場合は，アナウ
ンサーが，より強い口調も取り入れながら避難

図17　避難行動を後押しするもの
（複数回答，全体）
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図16　自力避難の可否
（全体・男女別・男女年層別）
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災害への意識や備えと避難行動
～「災害に関する意識調査」から～

（NHKが2019年に実施した全国世論調査）
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と、ためらっていました。そこに、友人から「犬を連
れてウチに来ない？」という誘いの電話があり、その
誘いで避難を決意し、命を救うことになったのです。
また、このような例もあります。大分県日田市のあ
る町で、自治会長が有線放送を使って、避難を促す呼
びかけを続けていました。「町内の皆さんにお知らせ
します。線状降水帯が近づいていますので、早く避難
して下さい」と、何度も呼びかけを繰り返していた自
治会長が、強い口調で「これが最後の放送になりま
す。私もこれより公民館に避難します。皆さんもすぐ
に避難して下さい」と言い切ったのです。最後に言っ
たこの一言が非常に効果的でした。その切迫感が後押
しになって人を動かし、負傷者０という結果に結び付
いたのです。
避難の呼びかけには、３つのタイプがあります。
一つ目が「情報を伝える」ということです。川が氾
濫した、避難指示が出た等の情報を伝えることで人に
動いてもらおうというものです。
そして、二つ目が「心を寄せる」ということです。
「あなたの大切な命を守りたいのです。諦めずに助か
りましょう」という励ましのような言葉を使って動い
てもらおうというものです。
三つ目は「関心のない人を振り向かせる」というこ
とです。正攻法ではなかなか動かない人に対して、そ
の人ならではの、心が動くようなポイントを突いて動
いてもらおうというものです。こういったものを参考

にしていただいてもいいかもしれません。
実際に災害でお母さんを亡くされた、ご遺族の言葉
です。
「いつも一階で寝ていた母は、家に流れ込んできた
水にのまれて亡くなりました。前日の電話で声をかけ
ていたら、もしかしたら助かったかもしれない。『今
夜は危ないかもしれないから、二階で寝て』という一
言をかけていれば、助かったのではないか。身近な人
の声かけが災害時に命を救う力になるかもしれないこ
とを、私は身をもって知りました。なぜ、あの時、避
難するように伝えなかったのか、今でも後悔し続けて
います。」
どうして皆さんにこういった言葉の呼びかけを考え
てほしいのかというと、私達の出発点になっているの
が、沢山の悲しみ、後悔なのです。そうした思いをし
ないためにも、是非皆さんに「言葉で伝える大切さ」
を感じていただきたいと思います。そして、言葉で命
を救う人になっていただきたいというのが、私の望み
です。
また、言葉で避難を促すためには、ハザードマップ
を使うことが有効です。ハザードマップを見れば、危
険な地域を確認できるので、その地域の人達に強く呼
びかけられます。こういった科学の知見や過去の事
例、言葉による呼びかけ、様々な手段を使って、大切
な人の命を守れる人になって下さいという思いです。
ＮＨＫには「ニュース防災アプリ」というものがあ

図4ＮＨＫニュース防災アプリ（デモ画面）
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ります。それをご紹介しておきます。
このアプリには３つの特徴があります。まず１つ目
は「ハザードマップが見られること」です。アプリの
アイコンを押すと最初に出てくる『ニュース・防災』
の下のほうに、「マップ」というタブがあります。そ
のマップを押していただくと、その時の雨雲の状況が
示されます。【図４】
そしてこの表示を切り替えていただくと、『ハ
ザードマップ・洪水』、『ハザードマップ・土砂災
害』が出てきます。【図５】ハザードマップという
のはご存知の通り、一つだけではなく、洪水と土砂
災害に分かれています。例えば「洪水」を押してい
ただくと、地図に色が着いて表示されます。これに
よってお住まいの地域の洪水の危険度がわかりま
す。

２つ目の特徴として、「河川の様子」がわかりま
す。「河川情報」というタブがあり、大河川、中小、
それぞれの様子が見られます。現在の水位が見たいと
いう時には、カメラのマークが沢山出てきますので、
見たい地点のカメラを押すと、川の様子を見ることが
できます。平常時の画像も見られるので、危ない状況
になった時に比較して確認することができるのです。
【図６】
そして便利な特徴３つ目は、「あなただけの地域の
登録」ができるようになっています。【図７】是非皆
さんの地域をあらかじめ登録いただいて、気象警報、
避難情報が出た時に通知がくるようにしていただけれ
ばと思います。こうした防災、減災に関わる取り組み

は、ＮＨＫも進めていますので、是非ご活用いただけ
ればと思っています。

最後に、多くの方が犠牲になった東日本大震災や、
その後の大規模な水害などを受け、ＮＨＫは、災害か
ら命を守る言葉について考え続けてきました。どのよ
うに情報を伝えれば人は避難するのか、どう呼びかけ
ればその背中を押すことができるのか。その答えの一
つが、この「命を守る“防災の呼びかけ”」です。地域
の皆さま一人ひとりが言葉によって大切な人の命を守
り、地域の安全・安心を実現することができれば幸い
です。

図5
ＮＨＫニュース防災アプリ（デモ画面）

図6
ＮＨＫニュース防災アプリ（デモ画面）

図7
ＮＨＫニュース防災アプリ（デモ画面）
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